
１　職業は 　　２　研修の時期・時間

 

３　WEB研修について 　　４　成年後見制度の基本についての理解

５　その理由について

６　講義の内容 ７　これまで後見人との連携があったか

・事例が多くわかりやすかった

・周りにそう言った事例がないので、想像しずらいとこがあった

・高齢化社会となり認知症の方が増えるなか、保佐補助と後見の違いが難しく感じた

　後見の審査は時間がかかるためなるべく本人の意思決定が出来るうちに審査を受けた方が良さそうですが

　まだその時期は本人が必要性を感じないのかと、こちらからも積極的に促す必要があるか悩む

2022年6月15日(水)保土ケ谷区在宅医療相談室主催　医師向け研修

「成年後見制度研修会」アンケート結果　　　参加者：45名(内関係者：4名)アンケート回収率：59％

・後見人申立ての概要だけでなく、家裁目線の話がとても参考になった

・説明もしっかりしていてわかりやすかった(類似回答：４)

・内容が多かったので、理解が難しいところがあった

・弁護士の立場で分かりやすい解説で良く理解できた

・後見の制度の身上保護の部分で、身上保護の及ぶ範囲が明確ではないと感じた。医療同意はしないというこ

   とは身上保護はしないということに繋がる気もした。

・部分的にわかった程度　何度か繰り返し機会が必要だと思う

・自分に基本的な知識がない為

・プロジェクターでの文字が小さかったため

・言葉の定義も難しかった

・おおよそ理解したつもりではあるが、難しく自分の理解が及ばず、まだまだ自分の勉強が必要だと思った



８　「ある」と回答した人で後見人との関りで困った事

９　成年後見制度でもっと知りたい事

１０　今回の研修は今後の業務に役立つか １１　参加したい研修テーマ

１２　その他意見・感想

・関係者の間では介護サービスを利用することが本人のためであると言う結論であったが、お金がないと言う

　理由でかたくなに断り続けた後見人がいた

・病棟看護師としてしてもらいたい事と、出来る事がわからなかったので、希望が通らず困った事があった

　今回の研修で理解出来た

・医師としての診断書の書き方実例や、後見、保佐などの判断基準などが知りたい

・何件も後見人をされている先生ですと連絡がつきにくいということで困ったことはある(類似回答：2)

・どこまでお願いできるのか、細かいことなどが解らなかった

・後見人とではないが、区役所の担当者がなかなか動いてくれなかった

・やっていただける事が少ないと感じた

・セルフネグレクト　医療ネグレクト

・成年後見制度の事例で、後見人がついたあとのトラブルや具体的な支援や事例について知りたい

・繰り返し学んでいくことで、理解が深めていけるのではと思っています

・身体障がい者の事例もあるといい

・スポット利用や部分的利用についてもっと知りたい

・後見人がいたから、うまくいったと言う事案。後見人がつくまでの流れをもう少しいろいろなケースで知り

　たい

・審査を受けるに当たって医療者から促すタイミングや出来る事

・在宅医療の導入、他病院との適切な連携方法

・地域包括ケア会議

・BCP（災害・感染症）

・ACP

・忙しいなか機会を頂きありがとうございました

・何度か受けた成年後見制度の研修の中で、いちばん実りある研修であったと思います

・地域社会での精神障害の自立支援

・虐待　ハラスメント

・大変、興味深い内容でした。私は、ズームのほうが落ち着いて聞くことができて、ありがたいです

・今回の研修で、介護職の家族とも情報共有できそうです　とてもいい研修でした　

・zoomでの研修でとても参加しやすかった

・自分のまわりにそういった事例がないので、非常に勉強になりました


